
中神停車場通りが、コミュニティ道路に生まれ変わります

街並部会による”中神駅南口地区のまちづくり提案“のひとつに、

「中神停車場線(駅前通り)のコミュニティ道路化(歩行者に優しい道づく

り)があります。

· 中神駅南口地区の主要な生活動線である中神停車場線(駅
前通り)を歩行者に優しい安全で快適な道(コミュニティ道路)
として再生し、地区の活性化と環境改善の先導プロジェクト

とします。

· 車交通を抑制し、歩行者と車が共存できる道環境をつくる。

関係主体、道路周辺にお住まいの方などと、話し合い地域の総意と

してまとめられるように活動しています。

まどあかり紙面では、取り組みの経過報告、各地のコミュニティ道路の

紹介など続ける予定です。ぜひ、皆さんも実際に中神停車場線を歩い

てみてください。そして考えてみてください。

街並部会部長　　　　中澤　信行

コミュニティ道路とは・・・

コミュニテイ道路や歩車共存道路とは，通過交通の進入を排除し歩

行者や自転車の安全を守るために，自動車が自然に減速するよう車道

の幅員を変化させたりカーブや段差(ハンプ)を取り入れるなどして設計

された歩行者優先道路のことです。

中心街の細街路や住宅地内の生活道路では，幹線道路からの車両

が速いスピードで通り抜けたり，狭い道路に無秩序な路上駐車があっ

たりすると，歩行者や自転車は，大変危険な状況にさらされます。　コミ

ュニティ道路等は，これらの対策として考えられたものですが，それに

加えて親しみ・潤いのある歩きたくなるような道づくりや，子供が遊んだ

り，また散策したり，語り合える場としての道路空間づくりが大切である

と考えます。そのためには，人と生活に必要な車や自転車が共存でき，

かつ調和のとれた道づくりを進めることが必要となります。

(京都市情報館 http://www.city.kyoto.jp/ から)

８０人の連帯が生まれました！（防災訓練）

生活防衛部会では、地域住民の防災意識の向上が、地域住民自ら

の生活を守る重要な要素と位置付け、消防署による防災訓練を年間の

重要行事のひとつとして実施しています。

６月２５日に行いました防災訓練には８０名もの参加があり、回を重ね

るごとに参加者が増え、防災意識の高まりを感じます。

今回は、自治会・一分団に参加、協力を得ました、訓練は回を重ね、

体で体験することで活かされると思います。これからも防災訓練は、長

期的な視野に立ち消防署との連繋を保ちながら回を重ねて実施して防

災意識向上を図っていきます。

場所 中神小学校体育館 ・校庭

講演 昭島消防署　警防課長　　消防指令長　　　清水　洋文氏

内容 震災時、昭島市における火災の実態と防火の心得ほか

通報訓練と消火訓練・起震車による地震体験・救命訓練を実

施、震災対策用品（住宅用火災報知器他）の展示と相談

生活防衛部会部長　　　　櫻井　堅司

結核・エイズはあなたの問題！

６月１８日(土) 福祉会館において「結核・エイズ問題講演会」を開催

しました。会場には北川市長にもお出でいただきました。

講師の大菅克知先生の日英両語における講演は、直ぐにでも、私た

ち市民が取り組まなければならない問題を指摘しています。以下、配

布資料の一部を抜粋して掲載します。

結核・エイズ問題はあなたの問題！-国際的視野から見た現状-

講師　　結核予防会国際部　大菅　克知先生

結核菌に感染しても実際に結核という病気を発病するのは、そのうち

１０％程度なのですが、体の抵抗力が落ちると結核は発症しやすくなり

ます。エイズ(後天性免疫不全症候群)を引き起こすHIV感染は、結核

に取り最大の敵と考えられます。研究によれば HIV 感染者は未感染

の人より３０～５０倍も結核を発病しやすいとされています。この“火(結

核感染)に油(HIV 感染)を注ぐ”様な現象がサハラ砂漠以南のアフリカ

で起こっているのです。

“火に油を注ぐ”の火種(結核感染)はどこのあるのでしょうか？世界

人口の 1/３が既に結核に感染していると推定され、毎年８００万人もが

新たに結核を発症しています。このうちの半分はインド、中国、その他

のアジアの国々です。油に当たる HIV感染はどこで起こっているので

しょう？国連エイズ対策によれば２００４年末で約４,０００万人が HIV に

感染して生活していると推定されています。このうち２/３はサハラ砂漠

以南のアフリカです。しかし、この瞬間にも HIV はアジアの国々に侵

攻しつつあります。十分な火種(結核感染)に油(HIV 感染)が徐々に注

がれ、大火事が起こる前の状態が、現在のアジアといえるでしょう。

日本では年間３万人もの結核患者が発生しており、これは米国の５

倍に当たります。日本の結核の現状は欧米に２０～３０年遅れていると

言われています。その結核患者の多くは高齢者(４割は７０歳以上)です。

結核が国民病と言われた昭和２０年代に感染した人達が高齢になり発

病しているからです。しかし、高齢者についで若い人にも

予想以上に多いことはあまり知られていません。若い人にも火種(結核

感染)がくすぶっている事実は見過ごせません。

一方、HIV 感染は、最近は話題にも上がりません。保健所のエイズ

抗体検査を受ける人も激減しているようです。HIV は外国人に多いと

いう誤解が未だに聞かれますが、現実には最近の感染で増加している

のは日本国籍を有する人々です。社会や報道が軽視を続けている間

２００５．７．１４

 第 １６ 号

発 行 あきしま･街づくり市民会議･なかがみ
編 集 総務部会
編集責任者 鈴木 卓也
事 務 局　 昭島市役所　生活コミュニティー課

TEL 042-544-5111(2289) Fax 042-544-6640

http://www.siminkaigi.jp

コミュニティ道路(東村山)

横断歩道全面のバリアフリー化

今
月
の
写
真

子ども会リーダー講習会

停
車
場
通
り
の
歩
道



に



も、HIV感染は日本国内で着実に広がりつつあるのです。火種で

ある結核に感染している若い人に、油である HIV が注がれれば、あ

るいは HIV に感染している若い人が結核に暴露されれば、日本も

エイズ結核問題が問題となりうるのではないでしょうか。

エイズ結核問題の解決には、もう一度原点に立ち帰り、HIV 感染

の“予防”を強調したいのです。狙いを絞った、性行動やエイズに対

する教育は効果があるようですし、性感染症の治療とカウンセリング

の有効性は世界で証明されています。日本では性教育に対する反

発が未だに根強く、熱しやすく冷めやすい国民性のためかエイズキ

ャンペーンも一時の打ち上げ花火で終わることがしばしばです。

手遅れにならないためにも、そして、アフリカ諸国のようにエイズ結

核の惨劇を生じさせないためにも、今が大切だと思うのです。そして、

真に世界市民から尊敬されるためには、エイズ結核問題をはじめと

する国際問題を自分たちと無関係なものと切り捨てずに、学び、考え、

共に解決策を探るために協力することが大切です。

国際交流部会部長　　　　薄衣　修二

地域の情報（地域活動部会ニュース）

自治会からの風　vol．1

会員でありながら、ちょっと避けてきた自治会のことを、もっと身近

に感じられるように、まどあかりで少しずつご紹介していきます。

役員の苦労話や感涙話のほかに、自治会活動を経験された方の

「生の声」もお伝えできればと思います。自治会ごとに特徴ある活動、

小さな自慢などたくさんの事柄がありますので、毎月続けていくつもり

です。地域の皆さんからの投稿もお受けします。事務局にお送りい

ただくか、HPからお願いします。

地域活動部会部長　中野　光弘

大盛況！子ども会リーダー講習会（キャンプ講習）

7月 2，3日(土、日)に、市からの委託事業“子ども会リーダー講習

会”のキャンプ講習会に行ってきました。

子ども会の加入率の低下、子ども会の解散など、ここ数年参加者数

は最盛期の１/８ほどになってしまいました。今年は地区連(中神小学

校地区子ども会世話人連絡会)の体制を代え、リーダー講習会も、今

までと違う方向で企画しました。そのおかげか中神小、玉川小の 4，

5，6年生約 40名が参加してくれました。

埼玉県総合野外活動センターでのキャンプは雨に降られながらも、

10 名のボランティアスタッフの協力により大きな事故もなく実施でき

ました。

9 月 3，4 日(土、日)には、避難体験宿泊を行います。子供たちが非

常食とテントで一晩過ごします。地域の皆さんにも、参加・協力をお

願いする予定です。ポスター、回覧板などでお知らせしますのでよろ

しくお願いいたします。

中神小学校地区子ども会世話人連絡会代表　　鈴木　卓也

向こうの地域活動はどんな風？

地域の資産を大切に活かし、地域の問題に取り組んでいる事例紹

介サイト「わがまち元気」のサイトに報告されたアンケートのつづきは

次号に掲載します。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　編集担当

この街の「明日に」ご意見をお持ちの方！
事務局あてお電話ください。ご一緒に、意見交換＆活動しませんか。

街づくり市民会議のユニフォームができました

　若草色のジャンパーです　　背中に“市民会議”のロゴ　 　胸のマークと腕のワッペン 防犯パトロール隊プレート

防犯パトロールに協力してい

ただける方に、自転車の前かご

に取り付ける「防犯パトロール

隊プレート」を差上げます。

ご希望の方は、お近くの隊員

または、事務局までご連絡くだ

さい。


